






































































モ ー メントの反作用として、トラニオンの径方向の断面①、②、③には曲げ荷重および

せん断荷重が作用し、トラニオンねじ部の断面④にはせん断荷重が作用する。従って、

断面①、②、③、④を応力評価の対象とする。ただし、評価断面①、②、③については、

評価上最も厳しい条件である評価断面②を代表として評価する。 評価応力の種類及び

許容値については、 使用済燃料貯蔵施設規格 金属キャスク構造規格 JSME S 

FA 1 -2007（以下、構造規格という。）に従う。 地震力を算出するための加速度の条

件は、 兼用キャスク告示で定められる以下の値とする。

水平方向加速度：2300Gal

鉛直方向加速度：1600Gal

評価断面②
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固定装置による
荷重作用点
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評価断面①

評価断面③

評価断面④
（下部トラニオン

ねじ部） （単位：mm)

(a) 下部トラニオン(90 ° -270 ゜ 側） ＊2 (b) 下部トラニオン(0 ° -180 ゜ 側） ＊2

注記 ＊1 :貯蔵時の荷重作用点までの距離（モー メントア ー ム）
*2:いずれの下部トラニオンも同様の荷重を受けるが、90 ° -270 ゜

側のトラニオン
は内部に空洞を設けていることで、 評価断面②の断面積が90 ° -270 ゜ 側のトラ
ニオンより小さいことから、90 ° -270 ゜ 側のトラニオンを評価対象とする。

図2-3 下部トラニオンの寸法条件及び応力評価断面の位置

戸内は商業機密のため、非公開とします。

4条ー34

36 


























